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今月は、キケロの対話篇 r法律論」を再度取り上げます。「法律論」のうち現存するの
は第3巻までで、全体は未完成であったと思われますが、そのうち自然法を扱った第1
巻から引用することにしましょう。
ID Est enim Onum iis quo devincta est hominum societas et quod lex c6nstitu1t 
iina, quae lex est recta ratio imperandi atque prohibcndT. Quam quT Tgn6rat, is est 
iniiistus, sTvc est ilia scrTpta uspiam sTve nusquam. QuodsT iOstitia est obtemperati6 
scrTptTs legibus TnstitiitTsque popul6rum, et sT, ut eTdem dTcunt, iitilitatc omnia 
metienda sunt, negleget leges casque perrumpet, sT poterit, isquT sibi eam rem 
friictu6sam putabit fore. !ta fit ut niilla sit omnTn6 iistitia, sTneque natiira est et ea 
quae propter itilitatem c6nstituitur itilitate alia convellitur. —De legibus, I 42 
ID I n'y a en effet qu'un droit unique, qui astreint la soci函 humameet que 
fonde une L 01unique : Loi, qui est la juste raison dans ce qu'elle commande et ce 
qu'elle defend. Qui ignore cette Loi, est injuste, qu'elle soit ecrite quelque part ou 
non. Mais si lajustice n'est que la soumission a des lois ecrites et aux institutions des 
peuples, etsi, comme les memes auteurs ledisent, tout se doit mesurer sur !'int磁 t,il 
fera fide ces lois et les violera, s'il le peut, l'individu qui pcnsera avoir avantagc a le 
faire. I en resulte qu'il n'y a absolument plus de justice, si celle-ci n'cst pas fondee 
sur la nature, et si la justice etablie en vue de l'interet est deracinee par un autre 
interet 
.. (というのも）人間の社会がそれによって結ばれ、唯ーなる法（の条文）がそれを定めて
いるような、一つの法 （的正義）が存在する。この際、法（の条文）とは、命じたり禁じたりする
正しき理性のことであり、記されていようと記されていなかろうと、それを無視する者は不正で
ある。だがもし、公正さとは、記された法の条文および人々の取り決めへの恭順だとするならば、
そしてもし、その同じ彼らが言っているように、すぺてが有用性によって計られるぺきだとする
ならば、その事柄が自分にとって実り多いだろうと考える者は、法の条文をなおざりにし、それ
を破ることを行うだろう。かくしてもし、自然という ものが存在せず、有用性のために定められ
た公正さが別の有用性のために覆されるということになれば、公正さというものは全くもって存
在しないということになる。
左の一節には「法」を表す二つの語染が用いられています。まずiisは「法の本質」
すなわち「法的正義」を表すのに対し、 lexは「法律」つまり「法の条文」を意味します。
上掲の箇所は、キケロの自然法思想がよく表された一節ですが、今回は「自然法」とい
う場合の「自然」、すなわち naturaという語嚢について考えてみましょう。
法哲学を含め、哲学的な文脈で natiiraは「自然」「本性」と訳されますが、元米この
梧証は 「血筋」から転じて 「生来的特質」とでもいった意味を持っていました。キケロ
は、ギリシア哲学においてすでに 「自然」「本性」を意味する語棠として定着していた
砂me;(physis)の訳語として、この nitiraを採用したのです。
ギリシア語の q,fotc;はq,u(J)(phyo、〔完了形で〕「～である」）という動詞に発する
名詞です。それに対し nitiraは nascor(「生まれる」）という動詞を起源に持ちます。
niiscor には能動態（相）に当たる •nasco という活用形がなく、受動態の nascor という
形で能動の「生まれる」という意味を表すため、「形式受動相動詞」と呼ばれます。
孔咄
さて q,umc;とnatiiraは、印欧語族の中で遡って考えますと、各々いずれもサンスク
リット語のうちに、同系統の動詞語根を見出すことができます。すなわち前者に関連
するのは bhii「なる」、 一方後者に関辿づけられるのはjan「生まれる」です。サンスク
リットの方から考えますと、 bhiiの系統にはギリシア語 仰油 のほかに、ラテン語の
佃 (be動詞に当たる sumの完了 1人称単数形）等が連なる一方、janの系統には、ギ
リシア語のyiyvoμat(gignomai: 「生ずる」「成る」）、ラテン語の gTgno(「生む」）など
を考えあわせることができます。
したがって q,fotc;は、 （完了形で）「～である」 という意味を表す動詞の系統に連なる
のに対し、natiiraは「生ずる」「生ま れる」と いった意味の語彙群に連なり、両者は元来、
語源学的 • 言語学的には別系統に属している と 言えるでし ょう 。しか しながらキケロ
は、 q,fotc;の持つ哲学的な意味合いを熟慮したうえで、それに対応するラテン語の訳
語と して nitiraを当てる ことにしたわけです。異なった語族間での翻訳としては、ヘ
プライ語（一部アラム語）で記された旧約聖書のギリシア語訳が著名ですが、キケロ
が行なったギリシア語語彙のラテン語への翻訳は、 nitiraの場合に認められるように、
同じ印欧語族に属す二言語間にあって、梧棠の内的意味に基づいて行なわれた初めて
の本格的 「翻訳」であったと言えるのかも知れません。
（ あきやま • まなぷ
